せて はみ たけれ ど、 さて どうしょうと いうので はなし 

茫然と して 坐り 直して、 刀 を 膝へ 置いた ばかりで あり 

ま ^9 

さ わ 

その 時に 家の外で、 急に 人の 声が 噪 がしく なり まし 

た。 

「危 ねえ、 土手が 危 ねえ」 

という 声。 

「旦那 様、 笛吹 川の 土手 も 危ない そうで ございます、 

やまみ ず けんのん 

山水 も 剣呑で ございます、 水車小屋 は 浮き出し そうで 

ございます、 あらく の 材木 は あ ら かた ッン 流されて し 

まいました、 今にも 山水が ド— ッと 出たら 大変な こと 



かの はずみに 怪我 をした ものら しい。 手足 も 身体 中 も 

しきりに 痛む けれども、 今 どこに ドレ だけの 怪我した 

もの かわからない のであります。 

とにもかくにも 屋根の 棟へ とりついた 竜 之 助 は、 そ 

きす 

こで ホッと 息をついて 面 を 撫でて みたが、 その 創の 大 

した もので ない こと を 知り、 水に 浸った わが 身 を 身ぶ 

あ，. こ 1J- 

るいした のみであります。 四辺の 光景が どうで あるか 

という こと は 一向に わかりません。 また いずこに 向つ 

て 助け を 呼ぼうと する ものと も 見えません。 ただ 自分 

を 載せて いる この 家が、 徐々 として 動いて いる ことが 

わかります。 出水の 勢い は 急であった けれど、 家の 流 



い 労力 を 昨夜から 寝ずに つづけて いるので ありました。 

和尚が 雲水 を牝 りとば している その 傍に は、 珍ら しゃ 

ムク 犬が その 侍者で も あるかの ように 神妙に 控えて い 

ま ^9 

この 時の ムク犬 は、 もはやお 寺へ 逃げ込んだ 時の よ 

うに、 痩せて 険しい ムク 犬ではありません。 火水に 

みなぎ 

なって 働く 大勢の 働きぶ りと、 漲り 返る 笛吹 川の 洪 

水と を 見比べて は、 自ら 勇み をな して 尾 を 振り立てな 

がら、 時々 何 を か 促す ように 慢心 和尚の 面 を 仰ぎ見る 

のであります。 

「和尚 様、 何 か 御用が あったら 及ばず ながら 私 をお 使 



は、 外 目に 見れば、 物 狂わしい ものの ように も 見え ま 

さしで きつ こ うば し はしぐい 

差 出の 磯の 亀甲 橋 も 水に 流されて、 橋杭 だけが、 ま 

だ 水に 堰 かれて いると ころへ 来て、 女 はふと 何物 を か 

， J ぎれ 

認めたら しく、 あたりに あった 竹の 小片 を 取り上げて、 

岸の 水 を こちら へ と搔き 寄せました。 搔き 寄せた もの 

、- はい 

を 手に 取って 見る と、 それ は 白木の 位牌であります。 

位牌の 文字 を ながめる と 意外に も、 

あくじょ だいし 

「悪女 大姉」 

ぎよ つ 

悸 としたお 銀 様 は —— この 女 はお 銀 様であります 

—— やがて 紙 を 取り出して、 この 位牌 を 包んで 懐中へ 



入れ ましたが、 

「こんな もの は ill ら ない、 わたし はこん な もの を 探し 

に 来たので はない」 

と 言って、 いったん 懐ろ へ 入れた 悪女 大 姉の 位牌 を、 

荒々 しく 懐中から 取り出して それ を 振り上げました。 

「こんな もの は 要らない！」 

お 銀 様 は 水の面 を 睨んで 突立って いると、 そこへ 

不意に 物の 足音が しました から、 お 銀 様 は あわてて、 

「おや？」 

驚いて 振 返った お 銀 様 は、 

「見た ような 犬 だ」 



けれども、 甲府 における 兵馬 は、 破牢の 人で ありま 

す。 罪の ある とないと に拘ら ず、 うかと は その 町の 中 

へ 足の 踏み込めない 人に なって いるから、 長 禅寺 を 足 

がかり にして、 僧の 姿 をして 夜な夜な 神 尾の 本邸と 別 

宅との 両方に 心 を 配って、 つけ 覘 つてい ました。 

まず 見つけ 次第に 神 尾 主 膳 を 取って 押えて、 直接に 

詰問して みょう、 神 尾 を 討って 捨てても 構わない と 思 

いました。 彼、 神 尾 は、 自分に とって 恩義の ある 駒 井 

能 登 守 を 陥 れた 小人であって、 敵の 片割れと 言えば 

言えな いこと もな い。 その 非常手段 を 取ろうと まで 覚 

K5 をき めて K 子 をう かがう と、 このごろ 神 尾 は、 病気 



r 退れ 退れ、 退れ と 申す に。 殿 は ただいま 御 病気 じ や、 

おんびん さ た 

追って 穏便の 沙汰 を 致す から、 今日は このまま 引取れ 

と 申す に」 

門番 はこう 言つ て 叱りつ ける と、 

「どうか、 殿様に お 目に かかりて えんで ございます、 

殿様に お 目に かかって、 その 申し わけが お聞き 申して 

えんで ございます」 

「聞 分けの ない 者 共 だ、 強いて 左様な こと を 申す と 為 

めに ならん」 

「そんな こと を おっしゃらずに、 殿様に 取次いで おく 

ん なさい まし、 その 御 返事 を 聞かなければ 帰れね えの 



「左様な こと はこ ちらの 知った ことで はない、 それし 

かよう ぎょうぎよう 

きのこと に、 斯様に 仰 々 しく 多勢が 打 連れて 参る の 

は、 上 を 怖れぬ 振舞、 表沙汰に 致す とその 分で は 済ま 

せられぬ、 今のう ちに 帰れ、 帰れ」 

「こちら 様の 方で は、 それし きのこと で 1 ざい ましよ 

うが、 私共の 方に は なかなかの 大事で ごぜえ ます、 長 

吉 にも 長 太に も、 女房 も あれば 子供 も あるで ごぜえ ま 

す、 亭主 を 亡くなした 女房 子供が、 泣いて いるので ご 

ざいます」 

「くどい やつら じ や、 左様な こと は 当 屋敷の 知った こ 

とで はない と 申す に」 



「お前 様に はわから ねえで ごぜえ ます、 殿様で なけれ 

ば わからね えで ごぜえ ます、 殿様に お 目に かかって、 

長吉の 野郎と 長 太の 野郎が、 生きて いるの か 死んで し 

まった のか、 そこん ところ をお 伺い 申して えんで ござ 

レ ます」 

「黙れ、 穢多 非人の 分際で」 

「 黙ら ねえで ) /ざい ま す、 穢多 非人 で 結構で) y ざい ま 

す、 穢多 非人 だからといって、 そう 人の 命 を 取って い 

いわけの もので は ごぜえ ますめえ、 長吉、 長 太 は 犬 を 

殺す のが 商売で ございます、 それで 頼まれて 来た もん 

でございます、 殿様に 殺されに 来た もんで はねえ ので 



穢多のう ちに は、 切られた もの も 二人 や 三人で はな 

きも 

いらし い。 さすがに 白刃 を 見る と 彼等 は胆を 奪われ、 

パッと 逃げ 散って しまったが、 切って 出で た 侍た ち は 

長追い をせ ずに、 そのまま 門の 中へ 引 込んで しまい ま 

ひと かたま リ 

した。 一旦 逃げ 散った 穢多 ども は、 また 一 団 になつ 

たけれ ども、 今度 は 別に 文句 も 言わずに、 門前に 斬リ 

てお 、-- 

倒された 数名の 手 負 を 引 担いで、 そのまま いずこと も 

なく 引上げて 行く 模様であります。 

ともかく、 この 場の 騒動 はこれ だけで 一段落 を 告げ 

ました けれど、 彼等の 恨みが これ だけで 鎮まる べしと 

も 思えず、 神 尾の 方で もまた、 いわゆる 穢多 非人 風情 



その 途端に、 兵馬 はよう やく 感づきました。 これ は 

いつぞや 竜王へ 行く 時、 畑の 中の 木の 上で、 犬に 逐ぃ 

ろうば い 

かけられて 狼狽して いた 男。 

その 男の 名前 も 金 助と 呼ぶ ことまで 兵馬 は 覚えて い 

ました。 この 男 を 捉まえて みると 面白かろう。 

「金 助 どの」 

「おや、 どなたで ございます」 

振 返って 金 助 は、 怪しい 眼 を 闇の 中に 光らせました。 

r 拙者 じ や」 

兵馬が、 わざと 名乗らないで なれなれしく 傍へ 寄る 

と、 



てし まいました。 

それから 例の 早い 足で 瞬く間に 甲 信の 国境まで 来て 

しまい、 山 口のお 関所と いうの は、 別に 手形 いらずに 

通る ことができて、 信 州の 詉訪 郡へ 入りました。 詉訪 

へ 着いたら 止まる かと 思う と、 そこで も 止まりません _ 

いったい、 どこへ 行く つもりだろう という こと は、 そ 

の 日のう ちに も わからず、 その 翌日 も わからず、 三日 

目に なって、 ようやく 二人の 姿 を 見出す ことができ ま 

した。 三日 目に 二人の 姿 を 見出した ところ は、 もう 甲 

うす いとうげ 

州 や 信 州で はなく、 それ かとい つて 碓氷峠 からまた 江 

戸の 方へ 廻り 直した もので もな く、 京都の 町の 真中へ 



今 は、 まるっきり 融通と いう ものが 利きません からね、 

ァ J れで 融通が 利き 出す とず い ぶん 危ね えもので ござ い 

ほうそう はしか 

ます。 危 ねえと 言った つて、 こう なれば、 疱瘡 も 麻疹 

いのち 

も 済んだ ような もので ございま すから、 生命に かかわ 

るよう な 真似 は 致しません。 何しろ、 まあ、 これ を 御 

縁に 江戸へ 帰ったら 落着きましょう よ、 末長く あなた 

様の 御 家来に なって 忠義 を尽 して 往生 すれば、 それが 

本望で ございま すよ、 お 江戸の 土 を 踏んで、 畳の 上で 

往生が で きれば それで 思い 残す ことはありません な。 

あなた 様 は、 どうか 私の 分まで みっしり 出世 をな すつ 

てお くんなさい まし、 出世 をな さるに は、 酒と 女 …… 



ございません ですから、 いいかげんの ところで ごまか 

し てし ま うんで，、， J ざ い ますよ。 何 楽し みに こ の 世に 永 

ら えて いるんで) J ざいましょう。 ただ 残念な- J とに は 

小 遣が ありま せんな。 江戸へ 着きましたら、 少しば か 

り 小 遣に ありつく ような 仕事 を、 お 世話 をな すって お 

くんなさい まし。 まあ、 私共の 望みと して は その くら 

い の もので ございま すねえ」 

兵馬 は 聞いて いるう ちに、 この 野郎が かなりく だら 

ない 野郎で あると 思いました。 けれども こんな こと を 

言い 言い、 自分の 心 を 引いたり 目つ きを 見たり する 挙 

動に、 多少、 油断の ならない ところ も あるよう に 思い 



「大変 …… 化物が 酒 を 飲みた い つ て やがら あ」 

まう ば 、-. 

唇の 色まで 変って いたから、 番頭 や 朋輩の 小僧 ども 

も、 気味 悪く 思ったり、 おかしく 思ったり して、 

「どうしたんだ、 どうしたんだ」 

「あの 化物 屋敷で、 明日から 一升ず つ、 上等のお 酒の 

おおせつ 

御用 を 仰 付かり ました」 

「化物 屋敷で お 酒の 御用？」 

次に 廻るべき 小僧が 再び 確め に 行った 時に、 ほぼ そ 

の 要領 を 得て 帰りました。 それ は 化物 屋敷で は あるけ 

れ ども、 酒の 御用 を 言いつけ たは 化物で はない。 前に 

言い つけた ことが 確かで あるよう に、 再び 念 を 押しに 



みずけ 

取れません、 全く 水気の 切れた お 魚の ような もので ご 

ざいます」 

「それ は 御 同前 だ」 

と 言って、 神 尾 は 苦笑い をし ました。 

「殿様な ど は 失礼ながら、 お金 をお 持たせ 申せば、 直 

ぐに 使って おしまい なさる けれども、 わたしなん ぞは 

もとで 

そうで は ございません、 それ を 資本に、 一旗揚げ てみ 

ようとい うの で， > J ざ い ますから、 全く 心がけが 異 い ま 

すよ」 

「全く 頼もしい、 お前に 金 を 持たせれば、 何 か 一 仕事 

やる だろう、 そこ は 拙者 も 見て いる けれど、 残念な が 



力 あ. i 

ら金は 無い、 拙者 は 金がない 上に、 世間に 面 向け もで 

きん、 うつか リす ると 命まで なくす る」 

もとで くめん 

「それで ございます からね、 わたしが 少し 資本 を 工面 

しさえ しま すれば、 殿様に も 御 不自由 をお させ 申さな 

いように して 上げます し、 そのほか、 困って いるお 方 

みつ 

に は 相当に 貢いで お上げ 申す のです けれど」 

「して その 資本の 工面が つけば、 何 をして みょうとい 

うの じ や」 

たゆう もと 

「それ は、 やはり 太夫 元 を や つ てみ とうご ざいます、 

今でも 両国の あの 株 を 買い戻して、 看板 を 換えて 花々 

しく やって みる 分に は、 そんなに 骨の 折れた ことで は 



人が、 かなり 下腹に 毛の ない 連中と 見える のに、 この 

ほかに、 まだ この 屋敷に 化物が いるの か 知らん。 

主 膳 は 化物と 言って、 土蔵 を 見ながら、 

「 ま ま ま II 

と 笑いました。 

「いけません」 

お 角 は 自分の 口 を 袖で 押えながら、 主 膳 を 叱る よう 

に 言いました。 

「聞え やせぬ よ、 大丈夫」 

「御前が 左様な こと を おっしゃ るの は、 お 悪う ござ い 

ます」 



かんの じ や」 

「それでも、 車 を 鳴らさずに、 あの 井戸の 水 を 汲む わ 

けに は 参りますまい」 

「拙者 は あの 井戸の 音が 嫌い じ や、 今時分 あれ を 聞く 

たま 

と堪 らん、 なにも 拙者の 嫌いな 車井戸 を、 ヮ ザと ああ 

たぐり まわ 

して 手繰 廻す に は 及ばん じ やない か」 

「それ は 御前の 御 無理で ございます、 何 か 御用が ある 

から それで、 水 をお 汲みな さるんで ございましよう、 

御前 をお いやがらせ 申す ために、 水 を 汲んで いらつ 

しゃる ので は ^ ざん すま い 」 

「あれ、 まだよ さんな。 よし、 拙者が 行って 止めて 来 



その 井戸で、 そなたの 好きな 幸 内と やらに、 たんと 水 

を 呑まして やった ことがある わい、 それから 以来、 夕 

きし 

方に この 車井戸の 軋る 音 を 聞く と、 拙者 は 胸が 悪く 

なって たまらぬ、 この 車井戸の 音が 癩に さわる」 

お 銀 様の 持って いる 井戸 繩を、 片手で もって 主 膳 は 

横の 方から 引った くりました。 

「何 をな さる」 

お 銀 様 は 強い 声で ありました。 

「 ま ま ま I 

神 尾の 笑い 方 は 尋常の 笑い 方ではありません。 その 

笑い 方 を 聞く とお 銀 様 は ブル ブルと 身を慄 わせ、 



しょりに なって しまった、 衣裳 を 替えて 待って いるか 

さかな 

ら 直ぐに 出て 来さつ しゃいよ、 酒 も あり 肴 も あり、 月 

も そろそろ 上る はず じ や 」 

主 膳 はこう 言い残して、 また よろよろ ともとの 座敷 

の 方へ 取って返します。 

きびら 

ほどなく 土蔵から 下りて 来た 机 竜 之 助 は、 生 平の 

帷子 を 着て、 両刀 を 差して、 竹の杖 をつ いて、 案内 知つ 

あれ ぐら 

たらしい この 荒 蔵 を 一 人で 歩いて 行きました。 

び つ しょりに な つた 浴衣 を 着換えた 神 尾 主 膳 もまた、 

うるし もん さか， to- き 

同じように 生 平の 漆紋 で、 前の 座敷に 盃 を 手に し 

ながら 待って いました。 



「暑い な」 

竜 之 助が 言う と、 

「なかなか 蒸す」 

主 膳 は 答えながら、 竜 之 助の 手 を 取って 座敷へ 延ぃ 

て 坐ら せ、 

ひとつ 

r ます 一 &J 

さかもり 

ここで 二人 は 水入らずの 酒 盛 を はじめる。 主 膳の 機 

嫌 は 全く 直って、 調子よ く 竜 之 助に 酌 をして やりな が 

ら、 

「何 か 面白い こと をして 遊びたい もの だな」 

と 言いました。 



こま 

ま り 気が 利かな 過ぎ て 涙が 溢れら あ、 なんとか 工面 は 

つかねえ もの かな」 

こわいろ や ひね 

金 助 はこん な こと を 言いながら、 声色 屋が お捻り を 

貰う の を 羨んで みたり、 新 内 語りが 座敷へ 呼び上げ 

そね 

られ るの を嫉ん だリ、 たまに おいらんの 通る の を 見て 

かさ ほこ 

口 を あいたり しながら、 笠 鋅の間 を 泳いで いました が、 

「おやおや、 あり や あ、 たしかに 見た ことの あるお 侍 

だ、 俺の 見た目に 曇り はねえ はず だが、 もう 一 べん 見 

直し …… 」 

二三 間 立 戻って、 いま 箱 提灯に 送られて 茶屋 を 出た、 

さむら 、-. C 、■- お 

二人連れの 武士 体の 跡を逐 いました。 



兵馬 は 一 一度まで 苦しそう に 前置 をして、 

いりょう きんす 

「急に さしせまった 入用が 起った 故、 金子 を少々 用 立 

てても らいたい が」 

兵馬から 苦しそう にこう 言われて、 お 松 はかえ つ て 

安心した 様子であります。 安心した のみならず、 兵馬 

からこん な 無心 を 言い かけられ たこと を、 かえ つ て嬉 

しく 思うよう に 見えました。 

「わたしの 持って いる だけで、 御用に 立ちますならば 

…：- J 

「それが 大金と いう ほどで はない けれど、 差 当り 少し 

ばかり 余分に 欲しい のじ や、 二 十両 ほど」 



三 十両」 

お 松 は 繰返して、 これ も 当惑の 色が 現われました。 

「わたしの 持って いるの が、 今、 十両 ほどあります け 

れど …… 」 

「她者 は、 僅かに 二三 両 しか 持 合せがない ので 困って 

いる」 

「どうしましょう ね。 わたしの を 差 上げて まだ、 大へ 

んに 足りな いんで ございま すね、 困りました」 

お 松 は せっかくの 兵馬の 無心 を、 充分に 満足させる 

も だ 

ことので きぬの を、 ひとかたならず 悶える ように 見え 
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面 を 曝す こと を、 たしかに 見届けた 者が あります。 

と +P 

論より 証拠、 今宵 カンテラ を 点して、 浅 草の 広小路 

はしごげ い 

で 梯子 芸を やって いる その 人が、 宇治山 田の 来 友で あ 

リ ま 

「さあ、 退いて いろ、 もう 一遍 やって 見せる からな。 

危 ねえ、 子供 は 遠くへ いってろ、 怪我 あする とよく ね 

えから な。 さあ、 これから 宙乗り を はじめる」 

ももひき はらがけ 

紺の 股引 腹掛を 着た 米 友 は、 例の 眼 を クリク リ させ 

て、 自分の まわり を 取 捲いて いる 群集 を 見廻し、 高さ 

うるしぬ 

一 丈 二 尺 ほど ある 漆塗りの 梯子 を 大地へ 押し出して、 

それに 片手 を かけました。 



「ちっとば かりこと わって おくが ね、 俺ら はこの 通リ 

片足が 少し 悪 いんだ、 左の 足 は 自由が 利く けどな、 右 

の 足 は 人並で ねえんだ、 その 左の 一本で この 梯子へ 

上 つ て 芸当 を やって 見せようと いうんだ から、 骨が 折 

れら あ」 

「アイ アイ、 左様で ごさい」 

見物の 中から こんな こと を 言い出す ものが あつたか 

ら、 見物人 一同が 哄と 吹き出しました。 吹き出さない 

の は 当人の 米 友 一 人 だけです。 

じよ-つ だん 

r 冗談 じ やねえ、 芸を やる 時 はこれ でも 俺ら は 真剣 

ひや まぜ 

なんだ、 冷 かしたり、 交つ 返したり すると 芸に 身が 入 



ここで 後見が おれば、 太夫さん のために 面白お かし 

か んき やく 

く 芸当の 前触れ をして 看客 を 嬉しがらせ るだろう け 

れど、 米 友に は さっぱり 後見が 附 いていません。 太夫 

自身に も、 見物 を 嬉しがらせる ような チヤ リが 言えな 

いから、 ただ 眼 を 円く して 見下ろし ている ばかりです _ 

ふみ またが 

いちばん 上の 桟へ踏 跨った 米 友 は、 そこで 巧みに 

中心 を 取って はいるが、 それ を 下から 見る とかな り危 

なかしい もので、 大風に 吹かれる ように 右へ 左へ ゆら 

ゆらと 揺れます。 

暫 らく 中心 を 取って いた 来 友 は、 

「エツ」 



ごじょう もん だきみ ようが 

「御 定紋 は、 たしかに 抱 茗荷 のよう で ございま したね、 

抱 茗荷なら ば 鍋 島 様で ございます、 佐 賀の鍋 島 様、 三 

十五 万 七 千 石の 鍋 島 様のお 通り だ」 

と言う 者が ありました。 

あげ は 

「いいえ、 抱 茗荷 じ や ござん せん、 たしかに 揚 羽の 蝶 

で ございました、 楊 羽の 蝶 だから 私 は、 これ は 備前岡 

山で 三十 一万 五 千 二百 石、 池 田 信 濃 守 様の 御 同勢 だと、 

マ J う 思 うんで ございます」 

一 方から はこん な 申立て をす る ものが ある。 

「ナ 二、 そうで は ござん せん、 たしかに 抱 茗荷、 肥 前 

の佐賀 で、 三十 五 万 七 千 石、 鍋 島 様の 御 人数に 違い は 



いました。 ただ 追蒐 ける がた めに 追蒐 ける 人間が、 雲 

のように 来 友の あと を 慕って 来る のであります。 

「何で. j ざいます」 

「泥棒で) J ざいましょう よ」 

「何の 泥棒で) ，- ざ います」 

「梯子 を 持って いるから、 半鐘の 泥棒で ございましよ 

うよ」 

というの はま だ 出来の よい 方で ありました。 この 非常 

の 場合に おいても、 梯子 を 抱えて 走る というの は、 米 

友が 商売道具 を 大切に する 心がけと、 それから 証拠 を 

残して は 後日の ために 悪い という 用心との ほかに、 こ 



れを 持って いる ことが 逃げる のに かえって 都合が よい 

からであります。 

追われて 行 詰った 時 は、 その 行 詰った 塀な り 軒な り 

へそれ を 倒し かけて ス ルス ルと 上って 行きます。 弥次 

馬が 追いついた 時分に は 上から それ を 引き上げて、 裏 

へ 飛んで 下りたり 横へ 走ったり します。 こうして 来 友 

せんそう じ 

は、 淡 島 様から 浅 草 寺の 奥山へ 逃げ込み、 奥山から 裏 

たんぼ 

の 田圃へ 抜けました。 田圃へ 来て 見る と、 もう 追い か 

ける 人 も あとが 絶えた ようであります。 

どのみ ち、 本 所の 鐘撞堂へ 帰るべき 身で ある けれど 

あ-こ J 

も、 遠 廻り をして 帰らねば ならぬ と 思って、 四方 を 見 



いっかく 

一 廓の 人家が あって、 あたりの 淋しい のに そこば かり 

は、 昼の ように かがやいて いるの を 認めます。 

「おい、 駕籠 屋」 

後ろから 呼びかけた ものが あります。 

「駕籠 屋？」 

米 友 は 振 返る と、 二三 人 づれの 侍らし くあります。 

「や あ、 駕籠 屋 ではなかった か」 

来 友の 姿 を 見て 行き過ぎて しまいました。 来 友 は、 

けげん A お 

自分が 駕籠 屋に 間違えられ たと 思って 怪訝な 面 をして、 

それ を やり過ごして しまう と、 

とも おおもん 

「もし、 旦那、 吉 原までお 伴 を 致し やしよう、 大門 ま 



食って 行く に は、 あの 吉原を 一見 物して 来る に 越した 

こと はない と、 ここで 米 友 は、 その 明りの する 一 廓 を 

めあてに して 進んで 行きました。 

十 

しののめ 

宇津木 兵馬 は 万 字楼の 東雲の 部屋に、 東雲 を 相手に 

して 碁 を 打って いました。 

お いらん 

兵馬の ここへ 来た 目的 は、 この 花魁 を 相手に 碁 を 打 

つ ことではありません、 万事 は 金 助の 取 計らいで あり 
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この 時に、 万 字楼の 表通りが 遽に噪 がしい 人声で 

あります。 第三 局の 碁 を 打ち はじめよ うとした 兵馬 も 

東雲 も、 新造 も、 その 噪が しいので 驚きました。 新造 

が 立って 表の 障子 を 細目に あけて、 楼 上から 見下ろし 

て ハタと 締め切り、 

「茶袋が 参り ましたよ、 茶袋が」 

「おや、 歩兵さん がお いでに なった の、 まあ 悪い 時に」 

と 言って、 東雲の 美しい 眉 根に 再び 雲が かかりました 

「茶袋と は 何 だ」 

兵馬が 新造に たずねる と、 

「歩兵さん の - ^ と で ござ います」 



ま ^9 

「我々 共 を 何と 心得る、 神 田 三 崎 町、 土屋 殿の 邸に 陣 

を 置く 歩 兵隊 じ や、 ほかに 客が あるなら 断 わって しま 

え、 部屋が 無ければ 行燈 部屋で も 苦しくない」 

「どう致しまして」 

しゅうね ことわ 

茶袋 は 執念く 談 じつけ る。 店の 者 は それ を 謝絶る に 

困 じている らしく あります。 

十 一 

宇治山 田の 米 友が 吉 原へ 入り込ん だの は、 ちょうど 



て、 それから 騒動が 起った といった ような 筋なん で 

しょう」 

「わたし もそう 思って よ、 お 駒さん は かわいそうね」 

「ほんと にお 駒さん は かわいそうよ、 言うに言われぬ 

わけ とがにん しにはじ さら 

訳あって、 夫 殺しの 咎人と、 死 恥 曝す 身の 因果、 ふび 

お ぼ ご え こ う 

んと 思し 一片の、 御 回向 願い 上げます る、 世上の 娘 御 

様 方 は、 この 駒 を 見せしめと、 親の 許さぬ いたずらな 

ど、 必ず 必ず あそばすな 」 

「よう、 よう」 

「買つ てみ ましょう か」 

r ェェ、 新撰 組の 隊長で、 鬼と 呼ばれた 近 藤 勇が、 京 



「 …… 折 悪く 局 中 病人 多く、 僅々 三十 人、 ニケ 所の 

屯所に 分れ、 一 ケ所、 土方 歳 三 を 頭と して 遣 はし、 

人数 多く 候処、 其方に は 居り 合 ひ 申さず、 下 拙 僅々 

人数 引 連れ出で、 出口 を 固めさせ、 打 入り 候 もの、 

拙者 初め 沖 田、 永 倉、 藤 堂、 悴周 平、 右 五 人に 御座 

候、 かねて 徒党の 多勢 を 相手に 火花 を 散らして 一 時 

余の 間、 戦闘に 及び 候処、 永 倉 新 八 郎の刀 は 折れ、 

はぎれ 

沖 田 総 司 刀の 帽子 折れ、 藤 堂 平 助の 刀 は 刃 切 出で さ 

さらの 如く、 悴周平 は 槍 をき リ 折られ、 下 拙 刀 は 虎 

徹故 にや 無事に 御座 候 …… 」 

「なるほど I 



そこへ、 主人が 飛んで 来て、 

「ごらんの 通りの 始末で ございます、 お客様に 万一 の 

お 怪我が ありまして は、 申し わけの ない ことで ござい 

ます、 何卒、 この間に お引取り 下さい ますよう、 御 案 

内 を 申し上げ まする。 あれ は 歩兵さん 方で ございます 

はじめに 参りました のが 土屋 様のお 邸の 歩兵さん、 あ 

とから 鉄砲 を 持って 参りました のが 西 丸の 歩兵さん、 

今にも これへ 押 上って 参る ことと 思います、 お 腰の物 

お 懐中物、 残らず 次へ 持参 致させました」 

I 小癩に さわる 奴 共」 

とお こった けれども、 彼等 を 相手に 争う 気に も なれ ま 



助 はまた ひっくり返つ てし まいました。 

ないしょ 

「ようご ざいます、 それで は、 わたくしが 内密で その 

茶屋 をお 知らせ 致します。 お知らせ 致します けれども 

決して 私が 申し上げ たように 神 尾の 殿様へ おっしゃ つ 

て は 困ります、 私が 恨まれます からな。 さあ 御 案内 を 

致しましょう。 御 案内 は 致します けれども、 多分 その 

茶屋 だろうと 思います ので …… そこにお いでな さる か 

どうか、 もし、 そこにお いでな さらなくても 私の せい 

では ございま せんから、 それで 御 勘弁な すって 下さい 

まし」 

「早く 行け I 



そこ もと 

「其 許 は 誰で ござる」 

「拙者 は番 町の 片 柳と 申す もので ござり まする、 ちと 

あなた 様に、 お尋ね 申したい 儀が ござりまして 推参 致 

しました」 

「ナ 二、 拙者に 何 を 尋ねたい のじ や、 其 許 を 拙者 は 知 

らぬ」 

「親しくお 目に かかる は 初めてながら、 拙者 は あなた 

様が 甲 府に御 在勤の 折、 よそながらお 目に かかり まし 

た」 

r ナニ、 拙者が 甲府 にいた 時分？ 其 許 は甲府 から 何 

しに この 拙者 を 尋ねて 来た」 



ちんにゅう 

浪士は 人垣 を、 無理に 破って 闖入 しょうと する 時に、 

「ヮ アツ —— 」 

と 崩れ かかる 群集。 その 勢い は 大波 を 返す よう だから、 

進もうと して かえって 押し返される ほか はない ので あ 

リま， ^9 

「困った、 なんとかして 近づいて、 様子 を 見たい もの 

だ」 

「よい 工夫 はない かな」 

二人の 浪士 は、 事を好んで この 騒動 を 見たい のみで 

なく、 騒動の 中に 何 か 自分に 利害関係の ある 人が いて、 

その 身の上が 心配で たまらない らしく あります。 



いて 眼を醒 ます 侍と 同じ ことに、 職務に 当っての 先生 

の 実力と、 技倆と、 勉強と、 車輪 は、 転た 尊敬すべき 

ものであると 思わせました。 

ただ あまりに 勉強と 車輪が 過ぎて、 火鉢に かけた 

やかん 

薬罐の 上へ 膏薬 を 貼って しまったり、 ピン ピンして 働 

いている 男の 足 を 取 捉まえて 繃帯 をして しまった りす 

る こと は、 先生と して は 大目に見なければ なりません _ 

「こう 忙 がしく つち や あ、 トテ もやり きれね え」 

もろはだぬ 

ブ ッブ ッ 言 いながら、 先生 はつい に 諸肌 脱ぎ になつ 

て、 向う 鉢巻 を はじめました。 その 打扮で また 片っぱ 

しから 療治 や 差 図に かかって、 大汗を 流しながら、 



「こんなに 人 をコキ 遣って 十八 文 じゃあ、 あんまり 安 

い、 五 割ぐ らい 値上げ をし ろ」 

口で はサ ボタ— ジ ュ みたよう な こと を 言いながら、 

その 働きぶ りの めざまし さ。 

主人の 道 庵 先生 は、 こんなにして 働いて いるの だか 

ら、 先に 返した 駕籠に 乗って 帰った 人が 先生で ない こ 

ちちろん 

と は 勿論であります。 先生で なければ 誰。 医者 か 病人 

に 限って 乗るべき はずの 切 棒の 駕籠、 それに 医者が 

乗って 帰らなければ、 病人に 違いない 〔# 「い」 は 底 

本で は 脱落〕。 



泉 寺の 方へ 逃げて 行く らしい 姿 を 見る ことができ まし 

t こ，. P ぼ 

た。 一方 は 田圃、 一方 は 畑に なって いる 間の 道 を 通つ 

おもて 

て、 時々 後ろ を 振 返りながら、 前へ 急いで 行く 面 を 見 

れば、 それ は 宇津木 兵馬です。 その 背に 引っかけられ 

ている の は 神 尾 主 膳に 紛れ もありません。 兵馬 はこの 

辺の 道筋 をよ く 知らない けれども、 向う に 黒く 見える 

のが 上野の 森であろう との 見当から、 ともかく、 あの 

上野の 森 をめ ざして 行こうと する つもりで あるら しく 

思われます。 

「おや、 お前た ち は、 わたし を どうしょうと いうんだ 

い」 



かね 

畑の 中で 金 を 切る ような 声が したから、 兵馬 は 足 を 

留めました。 

「いいから、 そんなに 怒らないで、 駕籠に 乗って お 戻 

ん なさい ましよ」 

「乗ろうと 乗るまい と 大きなお世話 じ やない か、 どい 

ておいで、 邪魔 をし ないで、 お通し」 

「そんな わからな いこと をお つ しゃる もん じゃあ ござ 

たて * ま 

いません よ、 山 下の 立場から 吉 原まで 二百 五十の きま 

リの 上に、 多分の 酒代まで いただいて あるんで ござい 

ますから、 今更 どうの こうの つ ていう わけ じ や ござい 

ません よ」 



した。 

「吉 原で ない？ 吉原 でなければ どこ だ、 暗い ところ 

だな、 化物 屋敷 か、 染 井の 化物 屋敷 か、 ここ は」 

ひとごこち 

主 膳 は、 人心地が なく 物 を 言って いるよう であり ま 

それ を 聞きつ けた 女 は、 〔# 底本 は、 改行 天 付き〕 

「おやおや、 もし、 あなた 様、 そのお 方 は どなたで ご 

ざり まする」 

女 は、 立 戻って 来ました。 そうして、 兵馬の 抱えて 

いる 人 を さし のぞこう とします から、 

「これ は 拙者の 連れの 者で、 ちと 酒の 上の 悪い 男」 



「もし、 そのお 方のお 声に、 どうやら、 わたくし は 聞 

覚えが あるよう でございます」 

「なんの、 そなたた ちの 知った 者で はない」 

兵馬 は、 隠した 方が よかろう という 心 持で あつたけ 

れど、 

「誰が、 拙者の 断わりな しに こんなと ころへ 連れて来 

た、 こんな 暗い ところへ 誰が 連れて来た のじ や、 さあ 

水 を 持て、 水、 誰も おらぬ か」 

兵馬 は 隠そうと しても、 人心地の ない 主 膳 は、 うわ 

一一 一一 n のように 声高く こんな こと を 一一 一一 n い 出しました。 

女 は 立 つ ている ことができません。 



は吉 原へ 飛んで 参る ところで ございま すよ、 ここでお 

目に かかろうと は 存じませんでした」 

女 は 喜んで、 兵馬の 抱いて いる 男 を 神 尾 主 膳と 認め 

てし まいました。 この 女と いうの は、 女 軽業のお 角で 

「いかにも、 この 方 は 神 尾 主 膳 殿で あるが、 そういう 

そなた は？」 

兵馬 は 再び、 お 角の 身の上 を 尋ねました。 

あ. T- 

「これ は 御免下さい まし、 つい 慌ててし まいまして、 

申し上げ るの を 忘れて しまいました、 わたくし はこの 

殿様の … … この 殿様のお 屋敷の 奉公人で ございます」 



様のと ころ は、 わつ しが 引受け ますから、 ずいぶん 御 

心配な く」 

こう 言っての そりと 出て 来たの は、 金 助の 声に 違い 

ありません。 

「金 助で はない か」 

「へえ、 金 助で ございます、 おいやで も ございましよ 

うが、 お あと を 慕って 参りました」 

金 助 は 相 変らず しゃあしゃあ とした ものであります _ 

「今、 わたしに ぶっかつ たの はお 前さん かえ」 

お 角が こう 言つ て 咎める と、 

「へえ、 私で ございます、 飛んだ 粗忽 を 致して 申し わ 



あつたから、 それ を 取って 引っかけて、 なお も 煙草 を 

ふかして いる 耳許で ブ— ンと 蚊が 唸ります。 

「おやおや、 蚊が 出 やが つた、 おお 痒い、 痒い、 こい 

つ はた まらね え」 

いつのまにか 蚊に 手の甲 を、 したたかに 食われて い 

ました。 その 手を搔 いてから、 ピシリ と 顔 を 打って 蚊 

をハ タキ 落し、 

「世の中に 蚊 ほどうる さきもの はなし、 文武と 言いて 

ねぼけ 

夜 も 眠られず、 さすがに 寝惚 先生、 うま い と - ろ を 言 つ 

か や 

たな。 どこかに まだ 蚊帳が あるだろう」 

金 助 は 立って 戸棚 を あける と、 そこに 蒲団 も あれば、 



立派な 蚊帳 も 入れて ありました。 その 蒲団 を展 ベて 蚊 

帳 をつ リ、 その 中へ 煙草盆 を 引き寄せて、 ふん ぞリ 返つ 

た 金 助 は、 

「だが、 陰々 と 湿つ ぼい 家 だな、 燈心 をもう 少し 搔き 

立てて 明るく してやろう。 殿様 は、 よくお 休みの よう 

だ、 お 命に 仔細 は あるまい、 なるほど、 すやすやと 寝 

息が 聞え るから、 まず 安心。 おや、 何 か 音が した ぜ、 

風が 出たん じゃある めえ な」 

耳 をす ますと、 下駄 を 11- いて 歩んで 来る らしい 人の 

足音。 

のんき 

「冗談 じ やねえ、 人の 足音 だぜ、 しかも 暢気に 庭の 中 



たような 作り声 をして、 

「どなた」 

同じような こと を 言い、 蒲団の 隙間から そ つと 目 だ 

ねまきす がた 

け 出して 蚊帳の 外 を 見ました。 立って いるの は 寝 衣 姿 

の 女らしい。 

「お前さん は どなた」 

「金 助で ございます」 

「金 助さん とおつ しゃる の は？」 

と +P 

「へえ、 ただいま 殿様のお 伴 をして 帰った ばかりで ご 

ざ います」 

「お 角さん はどうし ました、 お前さんと 一 緒に 帰り ま 



わつ し は 神 尾の 殿様に お 目に かかった だけで、 そのお 

連れの 方に はいつ こう 気がつきませんで したので。 あ 

と で 承れば それ はお 目が …… お 目が 悪 い 方 だそう で 」 

「その 人、 その 目の 悪い 人が、 なんで 吉 原へ 行って み 

ま，. こ 

ようとい う 気になる もの か。 それ を 傍から みんなして 

連れ出して …… 」 

「いいえ、 吉 原へ おいでにな つたの は 本当で ございま 

す、 吉原は 万字楼 という 大きな 店で ございまして、 そ 

こ へ、 私 も 丁度お 客に なって 登リ 合せたん で ございま 

す、 そうすると 遽 かに 吉 原の 中へ 大 騒動が 起り ました 

ん でございます」 



たの」 

甲 州で 別れて 以来の ムク は、 お 松の 傍へ 来て、 身体 

を こすりつけて、 尾 を 振って、 勇み 喜ぶ のであります _ 

「お前さん、 この 犬 を 知って おいで か、 ォホ ホホ」 

笠の 中から、 お 松 を 見て 笑って いるの は 慢心 和尚で 

「御 出家さん、 あなたが この 犬 をお 連れ 下さいました 

ので ございま すか」 

「はいはい、 わしが 連れて 参りました」 

「よくお 連れ 下さいました、 この 犬の 主人のお ります 

ところ を、 わたしが よく 存じて おります から 御 案内 を 



十六 

道 庵 先生 は、 柳 橋の 万 八楼で 開かれた 書画 会へ 出か 

けて 行きました。 (その 席で 先生 一流の 漫罵 や まぜつ 

返しが あった けれど これ を 略す。) 宴会の 時分に、 誰の 

口から ともなく、 この 正月に 亡くなった 高 島 秋 帆の 噂 

が 出ました。 そうすると 席の 半ばに いた 道 庵 先生が、 

しゃし やり 出て こんな こと を 言いました、 

「四郎 太夫 はェ ライよ。 実は 拙者 も 長 崎の 生れで ね、 

(註、 道 庵 先生 はこん な こと を 言う けれど、 事実 長 崎の 

生れで ある や 否や は 怪しい ものである。) 高 島の こと 



一 一、 ヽ 一 一、 r o 

「この 煙草 入に ついて 四郎 太夫 を 憶い 起 すんで ござい 

ますよ、 まあお 聞きなさい まし、 拙者が 若い 時分、 四 

郎 太夫に 奢らせて、 友人 両三 輩と 共に 深 川に 遊んだ と 

おぼしめ ほうかん 

思 召せ、 その 席へ 封 e 間が 一 人 やって来て 言う ことに は、 

ただいま 拙 は、 途中で 結構な お 煙草 入の 落ちて いたの 

きんから かわ さんご じゅ おじめ 

を 見て 参りました、 金 唐 革で 珊瑚 珠の緖 X、 ちょっと 

見た と - j ろが 百両下 のお 煙草 入 では ございません …… 

てな こと を 言う と、 それ を 聞いた 高 島が 吃驚して 腰の 

まわり を 探った 様子で あつたが、 やがて 赤い 面 をして 

腰から 自分の 煙草 入 を 抜き取つ てね、 中の 煙草 を 出し 



外な ところで 駒 井 殿ら しい 人 を 見かけ 申した よ」 

これ は 道 庵 先生の 隣席に いた、 遠 藤 良 助と いう 旗本 

の 隠居で ありました。 

「遠 藤 殿に は 駒 井 甚三郎 を 見かけた と 申されます か、 

してい ずれのと ころで」 

しかるべき 大身の 隠居ら しいの が、 遠 藤に 向って 尋 

ねました。 

やと と あ.. 

「実はな、 先日、 手前 は 舟を僦 うて 芝 浦へ 投網に 参リ 

ましてな、 その 帰 リ途で ござった、 浜 御殿に 近いと こ 

ろで、 見慣れぬ 西洋 型の バッテ —ラが 石 川 島の 方へ 波 

を 切って 行く、 手前の 舟が それと 擦り 違い ざま、 なに 



絹 を 裂く ような 一声。 それ は 確かに 女の 声で、 その 

声と もろともに、 バッ タリと 人の 倒れる 音、 それが 自 

分の 坐って いる 窓の 下で 起った の だから、 金 を 封 じて 

はおられません。 

すっくと 立って、 窓 を 押し 開いて 外 を 見ました。 

ひつじ さる そと も 

未 申の あたりに 月が あって、 外面 を かなり 明るく 

照して いました から、 老人の 眼に も はっきりと わかり 

ま ^9 

みぞ 

その 窓の 下の 溝のと ころに、 確かに 人が 斬られて 横 

た わって います。 斬られた の は、 たった今で、 声 こそ 

立てられない けれど、 手足 はま だピク ピクと 動いて い 



屛 風の 中で、 蒲団から 半身 を 起した の は 机 竜 之 助で 

や あおじろ 

あります。 以前よ リ はまた 痩せて、 色 は 一 層の 蒼白 さ 

を 加えて いるものの ようです。 

お、， よ、 - 

「どうもよ く 寝られる じ やねえ か、 俺ら なぞ は、 宵の 

うち は 早く 寝て 朝 は 早く 起きて えんだ が、 お前 は 宵に 

寝て 朝 もまた 寝て …… もっとも お前に は、 夜の 明ける 

と いう こと はねえん だろう な」 

と 言って 米 友 は 苦笑いし ました。 

「友吉 どの、 いろいろと お世話になって 済まん な」 

竜 之 助 は、 まだ 全く 起き 上り はしません。 

「お世話になる のなら ねえの、 そんな こと はどうで も 



かねつきどう 

「二人 を、 そっと ここの 長屋へ 隠して くれた 鐘撞堂の 

親方の 親切の こと も、 お前に やわ かってる だろう な」 

「それ も わかって いる」 

「何だか 委しい こと は 知らね えが、 そうして 眼が 潰れ 

て、 その上に 身体が 弱くて 悩んで いるお 前の 命 を、 取 

りて えと 覘 つてい る 奴が あるそう だから、 俺ら は癩に 

触って、 それでお 前の ために 力に なって やりてえ と 

思って いるんだ。 眼が 見え なくなって 身体の 悪い 人間 

いじ しわざ 

を 苛めよう ての は、 これより 上の 卑怯な 仕業 はねえ か 

ら、 それで 俺ら は、 できねえ ながら も、 お前の ために 

力に な つ て やりてえ と S うんだ。 そうは 思 うんだ けれ 



刀架が 置いて あって、 それに 大小の 一 腰が 置いて あ 

リま， ^9 

ふと 米 友 は、 その 大 剣の 柄のと ころに 触れて みて、 

「はてな」 

その 刀 を 手に 取って 屛 風の 外れの 明るい ところへ 持 

ち 出し、 柄に 手 を 当てて 撫でて みました。 柄 は 水で 

洗った ものの ように ビッシ ヨリです。 

「おかしい ぞ」 

来 友 は 暫く その 刀 を 見て いたが、 柄に 手 を かけて、 

引き抜いて 見ようと 意気込む ところ を 後ろから、 

「危ない、 危ない、 怪我 をす るから よせ」 



手 を 伸ばして、 その 刀 を 取り上げ たの は、 いつの ま 

にか 後ろに 立 つ ていた 竜 之 助で ありました。 

「 ま ま ま II 

米 友 はなん となく きまりの 悪そう な 笑い 方 をして 引 

込みました。 朝飯が 済んで しまう と、 竜 之 助 は 少しの 

間、 日当り のよ い 縁側のと ころに 坐って 日光 を 浴びて 

いました が、 また 屏風の 中へ 隠れて しまいました。 

来 友 は炉の 傍で、 大きな 鉄瓶の 中へ 栗 を 入れて 煮て 

もくねん 

います。 栗 を 煮ながら 眼 を クリク リ させて 黙然と 考え 

込んで いると、 

「友吉 どの」 



やと 夢 を 結んで いるものら しくあります。 それで 米 友 

も 首 を 引 込めて、 また 枕に 就きました。 それから、 し 

ばらく して 屛 風の 蔭から、 すっくと 立った 人の あった 

時には、 もう 米 友 は 眠って しまった ものと 見えて、 動 

きません。 

屛 風の 蔭から そっと 忍び足に 出た 竜 之 助 は、 いつの 

い お 

まに か 身 仕度 をして います。 面に は 覆面 をして、 羽織 

を 引っかけて、 例の 刀 を 左に 提げて、 ソロ ソロと 屛風 

の 麓 を 抜き 足して 歩き 出した の は、 甲府 にいた 時と 同 

じょうな 姿であります。 ただ あの 時より は 一 層、 足 許 

が 危なく、 11 幷 風から 手 を 放した 時 は 倒れそう に 見え ま 



竜 之 助 もまた 米 友 を 疑わない わけに は ゆきません。 話 

をして いるう ちに、 ちゃん ぼんに なって いた 話が、 或 

ると ころへ 行つ てピ タリと 合う ことの あるの が 不思議 

でありました。 この 前の 日に、 米 友 は 何 か 急に 思い 

当ったら しく、 竜 之 助に 向って、 

「おい、 お前 は、 本当の 盲目 かい、 盲目の 真似 をして 

いるん じ やねえ かな」 

と 言った ことがあ りました。 何のつ もりで 来 友が こう 

言った の だか、 その 時に 竜 之 助 は 思わず ヒャリ とさせ 

られ ました。 米 友が 竜 之 助に 疑い を 懐き はじめた の は、 

け i-J 

蓋し この 時からの ことであります。 けれども、 ここで 



わたし はそう は ゆかない の、 夜の 明けない うちに この 

橋 を渡リ きらないと、 あとから 追手が かかる かも 知れ 

な レカ^ 0」 

し) J き 

お 君 は 強く 扱 帯 を 引 張りながら 西 へ 向 いて 歩き 出し 

ました けれど、 犬 はいつ かな 身動き もしません。 頑と 

して 主人の 意に 従わない のみ か 猛犬 は、 かえって 猛然 

きば 

として 牙 を 鳴らしました。 

犬が 牙 を 鳴らした 時に、 人が 近づいて います。 

駒 止 橋 を 渡って 右手のと ころに 辻番が あるに は ある 

のです。 しかし この 番人 は、 昼のう ちお 葬式が、 橋の 

上 を 幾つ 通った かとい うこと を 数えて いれば それで 役 



たこの 間 は そこの 井戸で、 子供 を 水中から 救い出した 

ものお i こや 

ことの 覚えの ある その 家 だけが 物穏 かで ないから、 

米 友 はギッ クリと 立ち どまって、 暫く 様子 を 見な けれ 

ばな りません。 

その 家の 前に 提灯 を さげて、 二三の 人 を 差 図 をして 

いるら しいの は、 まだ 若い 女で ありました。 

「お 秋さん、 お前 は 台所 町の 方へ 廻って 下さい、 お前 

さんと 栄 助さん が あちらから 廻って、 辻番 でい ちいち 

お聞き 申して みて 下さい、 そうして やはり 両国 橋へ 出 

て、 こちらの 組と 落 合うよう にして 下さい。 わたし は 

どうしても 両国 を 渡った ものと しか 思われない、 でも 



「ナ 二、 ムク だって？ 犬が お前 を 助け るんだ つて、 

それじゃ あお 前 は、 君 公 だな」 

米 友 は、 橋の 板 を 踏み鳴らしました。 

「チェ ッ」 

槍 を 橋 板の 上へ さしおいて、 

「ばかにして やがら、 ， J の 尾 上 岩 藤 の お 化けみ たよう 

なやつ が癩に 触ら あ、 何 だって 今頃、 両国 橋 をう ろつ 

いて るんだ、 駒 井能 登 守と いう 野郎に だまされて、 そ 

ま う 

れ からい いか げんのと ころで 抛リ 出されて、 身の 振り 

方に 困って ここへ 身投げに 来たんだろう、 ザ マ あ 見や 

がれ、 傲ら は 知らね えぞ、 第一、 この ビラ シャ ラが癩 



斬リ 損じて 落して、 直ぐに 刃 を 納めて、 橋 上 を 西へ 走 

リ ました。 幸いに して 橋番 にも 怪しまれずに、 一 気に 

広小路から 元 柳 橋 を 越えて、 ここの 塀 下に 立って みる 

と、 病み 上りの 身に は、 ほとんど 堪え難い 息切れが し 

ま ^9 

しかし、 ともかく ここまで 来たの は、 これから 河岸 

を新大 橋へ 廻って、 新 大橋を 渡って、 弥勒 寺 橋の 長屋 

へ 帰る つもりと 思わねば なりません。 けれども それ は 

このまま、 すんなりと は 帰れますまい。 

巿 中の 見廻り や 辻番が 怖い とならば、 それ は 出て 来 

た 時 も 同じ こと。 このままで 帰れな いのは、 途中の そ 



候 や 食物の 変化 を 慮 つて 日本の 食料品 を 充分 積み 

込み、 腕の冴えた 料理人 を 召 抱え、 その他、 衣類から、 

酒類から、 万事ぬ かりなく、 向う へ 行って 附 ける 味噌 

まで 用意して 行こうと いう 騒ぎで ありました。 

たちぶ る ま 、J 

その 前祝いの ために、 この 妾宅で 立 振舞が ありまし 

た。 それ はまた、 なかなか 盛んなる 景気で ありました。 

余興に は 美人 を 集めて、 鬼ヶ島の 征伐 を するとい うこ 

とであります。 案内 を 受けた 朝野の 名流 は、 ゾロ、 ゾ 

口、 ゾ 口と 定刻から この 妾宅へ 詰め かけて 来ました。 

この 朝野の 名流と いうの が、 いつも 大抵き まった 

面 振な のであります。 何 か 事が あると ゾロ、 ゾロ、 ゾ 



口と 出て 来て、 ズラリ と 面 を 並べて 設けの 席に着き 

ま ^9 

しかつめ 

それから、 主人 側と 来客が 鹿爪らしい 声、 よそゆき 

の 口調 を 出して おた がいに、 お テン タラの 交換 をす る 

のであります。 主人 側 は、 かく 朝野の 名流の 御 来場 を 

ふしょう 

賜わり ました こと は、 不肖 身に とって 光栄と すると こ 

ろで ございます、 テナ こと を 言う のであります。 そう 

すると 来賓 側 も 負けない 気になって、 主人が 老いて ま 

すます 壮ん にして 海外 雄飛の 志 を 遂げん とする は、 商 

業界の みならず、 我々 後進の ために 無上の 教訓で ある、 

テナ こと を 言う の で あります。 



て 話したい と 思って いたが、 ついに その 所在 を 知る こ 

とがで きなかった、 これ も 残念」 

南 条カは 一 種の 感慨と、 軒昂たる 意気 を 眉宇の 間に 

現わして こう 申します。 

神奈 川の 宿の 外れまで 二人 を 送って 別れた 宇津木 兵 

馬 は、 その 帰りに 神奈 川の 町の 中へ 入って みると、 そ 

こに も 目 を 驚かす ものが 多く ありました。 今まで 京都 

や江 戸で 見聞した 気分と は、 まるっきり 違った 気分に 

打 たれない わけに は ゆきませんでした。 神奈 川の 七 軒 

町へ 来る と、 大きな 一 構えの 建築 を 見出して 屋根の 上 

を ながめる と、 横文字で、 No. 9 と 記して あります。 



底本： 「大 菩薩 峠 5」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1996 (平成 8) 年 2 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 " 「大 菩薩 峠 三」 筑摩 書房 

1976 (昭和 S) 年 6 月^日 初版 発行 

つつじ さき 

》 「躑躅 ケ崎」 「一ヶ所」 「ニケ 所」 「鬼ヶ島」 の 「ケ」 

を 小 書きし ない 扱い は、 底本 通リ にしました。 

入力 ： (株) モモ 

校正 ： 原 田頌子 

2 o o 2 年 9 月；； 一 日 作成 

2 003 年 6 月；； 2 日 修ノ王 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



